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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

球技大会や体育祭、文化祭など、さまざまな行
事が行われます。体育祭は 5 月に行われ、女子だ
けとは思えないほど迫力ある競技が展開されます。
文化祭は11月に行われ、幼稚部から大学・大学院
まで、学園全体をあげて大いに盛り上がります。

クラブ活動では、運動部・文化部とも、多数の

クラブが放課後の学園を賑わしています。バス
ケットボール、バトントワーリング、スキー、水
泳、モダンダンス、吹奏楽、軽音楽など、全国・
関東レベルで活躍するクラブも多く、生徒達は勉
強との両立を図りながら好きなことに打ち込んで
います。また、中学生と高校生が一緒に活動して
いるクラブも多く、中高の連携を図っています。

学校行事・クラブ活動

〈URL〉	https://www.sagami-wu.ac.jp/chukou/
　　　　明治33年（1900）、東京本郷に日本女学校
設立。同42年（1909）、東京小石川に帝国女子専門
学校開設。日本高等女学校（日本女学校を改組）
を付設。大正 4 年（1915）、静修実科女学校併設。
昭和21年（1946）、現在地に移転。同24年（1949）、
相模女子大学開設。同26年（1951）、相模女子大学
高等部、相模女子大学中学部と改称。

創立120年余の伝統校。創立者である西澤之助
が掲げた建学の精神「高潔善美〜固き心を以って
やさしき行いをせよ〜」に基づき、女子教育の先
駆として、高い志とたおやかさを持って社会に生
きる女性を育成しています。「研鑽力・発想力・
協働力を育てる」の教育目標の下、「自ら学ぶ姿
勢を探求する生徒」「しなやかに発想し実践する
生徒」「個の力を社会の中で発揮する生徒」の育
成を目指しています。

①新コース設置（高校 2年次より）
従来の「進学・特進」の 2 コースを進化・発展

させ、 2 年次より「進路系統別で具体的な到達度
目標を明確にした特色ある 4 コース」を設定し、
生徒の自己実現を力強く支援しています。
②放課後学習サポートシステム「まなLab」
　常駐の専属サポーターが週 2 時間の「自学自習」
の時間や放課後の学習計画・時間割作成、勉強の
仕方などについてアドバイスします。また、
チューターが対面・オンラインで生徒一人ひとり

の疑問・質問に対応します。
③国際理解教育

グローバル社会に対応できるよう、多数の専任
教諭とALTのティームティーチングによる英語
指導を行っています。高等部では、ニュージーラン
ド修学旅行を実施しており、ファームステイや現
地校の訪問を通し、現地の方たちとの継続的な交
流などを行っています。語学研修・海外研修も充
実しており、希望者は、オーストラリア（中高生
対象）、カナダ（高校生対象）での研修に参加するこ
とができます。中 3 から高 2 を対象とした、ニュー
ジランドでの 9 週間のターム留学制度もあります。
④進路実現に向けて

社会と自分の結びつき、そして進路を考える機
会として、「講話」「キャリア講演会」「大学研究
室訪問」などのキャリア教育を実施。個々の状況
把握を緻密に行う模試分析、希望進路に即した講
習や放課後支援等と併せて、生徒一人ひとりが

「生き方」を見据えた進路実現を目指しています。

県内と都内の広い地域から通える交通至便で、
明るく発展する都市の文教地区に位置しています。
東京ドーム 4 つ分の広大な構内には、相模野の自
然が保存され、緑のオアシスと呼ばれています。

キャンパスには、本校舎のほかに、特別校舎
（自習室などを含む）、図書館棟（図書館、PC教室、
多目的ホールなど）、体育館（トレーニングルーム、
シャワールーム、更衣室等）、茶室（返照庵）、各
クラブ部室などの建物が整備されており、教育施
設は充実しています。

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色 環境・施設設備
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〒252 – 0383　神奈川県相模原市南区文京2 – 1 – 1　☎042 – 742 – 1442　中高等部校長　武石　輝久

■2023年度入試日程（参考）
　　　　　※公立一貫校受験者は延納可
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
1回　　 1/6 〜1/31 2/1午前 2/1、適2/2 2/8※
2回　　 1/6 〜2/1 2/1午後 2/1 2/8※
3回　120 1/6 〜2/2 2/2午後 2/2 2/8※
4回　　 1/6 〜2/4 2/5午前 2/5 2/8※
5回　　 1/6 〜2/12 2/13午前 2/13 2/14
　　　　　（特進・進学共）
募集人員 出願期間 試験日発表日手続締切日
推薦　125 1/16〜1/19 1/22 1/23 1/30
一般　135 1/24〜2/3 2/10 2/11
書類　　　　 1/24〜2/3 − 2/11 3/2

■2023年度選考方法・入試科目（参考）
　　　　　
1 回： 2 科・適性検査・プログラミングの選択　
2 ・ 3 回： 2 科・ 4 科の選択　
4 回： 2 科　
5 回：プログラミング
〈配点・時間〉国・算＝各100点45分　理・社＝
各100点計45分　適＝100点45分　プログラミング
＝100分、発表・ディスカッション約20分、基礎
計算力20分〈面接〉なし
　　　　　
推薦：面接
一般：国語、数学、英語（リスニング含む）、面接

（オープンのみ）
一般（書類選考型）：自己アピール作文
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉生徒グループ　参考
■2023年春併設大学・短大部への進学
相模女子大学および短期大学部へ推薦入学ができ
ます。他大学を第 1 志望、本大学を第 2 志望にす
る確約併願制度があります（内申基準あり）。
相模女子大学−57（学芸33、人間社会11、栄養科13）
相模女子大学短期大学部− 2 （食物栄養）

■指定校推薦枠のある主な大学
青山学院大　中央大　法政大　成蹊大　成城大　
東京薬科大　津田塾大　日本女子大など
■2023年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
292人 243人 6 人 30人 0 人 4 人 9 人
■2023年度入試結果
　　　　　 1 回は 2 科／適性／プログラミング
2 回・ 3 回は 2 科／ 4 科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1回� 65/67/15 56/67/14 36/64/13 1.6/1.0/1.1
2回� 69/24 55/22 21/19 2.6/1.2
3回� 120 64/23 32/13 11/6 2.9/2.2
4回� 94 37 8 4.6
5回� 19 4 2 2.0

　　　　　一般は書類／オープン　スライド合格あり
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

特進　推薦 25 25 25 25 1.0
　　　一般 35 127/2 127/2 127/2 1.0/1.0
進学　推薦 100 166 166 166 1.0
　　　一般 100 372/13 372/12 372/6 1.0/2.0
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学校説明会　要HP予約
★中学部　9/30
適性検査型入試体験＆説明会（ 6 年生対象）　
9/9　11/18　12/9　
プチセツ　9/13　12/14　1/10
プログラミング体験会　 4 年生以上対象　9/16 
10/14　 6 年生対象（入試体験）　11/18　12/9　1/20
過去問解説会　11/25
ナイト説明会（場所は学校HPで確認してください）
10/13　11/15　12/15　1/19　（予約不要）
★高等部　9/2　10/21　11/25　12/2
入試個別相談会　12/4　12/5
見学できる行事　
相生祭（文化祭）　11/3・11/4


